
令和６年度 青果物販売情勢について 

 

令和６年６月２０日（木）現在 

 

【えんどう類】 

 

 福島県産が概ね出荷終了となる中、岩手・青森県産が出荷ピークとなり入荷量が多く荷動きは停滞して

おり厳しい販売環境から相場は続落となる見通しです。 

 

【単価】 露地さや Ａ3000-2500     露地スナップ Ａ2600-2400 

 

 

【きゅうり】 

 

関東での梅雨入り遅れており好天が続っく見込みのため、関東産の減少幅は小さい見込み。相場を下げ

ての販売から売り場は広がっているが荷動き鈍く軟調相場の見通しです。 

 

【単価】Ａ 1500-1300  Ｂ 1300-1100  

 

 

【ピーマン】 

 

 岩手・茨城産の潤沢入荷が続いているため荷動き鈍く相場は弱保合となっております。 

  

 【単価】ＡＬ 90-80  ＡＭ100-90 

 

 

【インゲン】 

 

 長崎県産の残量が多い中で関東産の入荷量は増加傾向のため苦しい販売で相場は続落です。 

  

 【単価】ＡＬ 2200-2000  Ａ 2500-2300 

 

ＪＡふくしま未来 

営農経済部園芸課 


